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英語を母国語としない日本人の為のジャズヴォーカルレッスン 	  
Kazue	  Patton	  /	  Jazz	  Vocalist	  

	  
このヴォーカルメソッドは、	  ネイティブスピーカーが話す標準的なアメリカ英
語の発音を身につけるだけでなく、「発音」がいかにジャズスタンダードのメロ

ディーとリズムに深く関与しているかに気づく事、そしてビートにのって言葉を

スイングさせる事を目的としています。正しい発音を習得する事が、英語のフレ

ーズを自在にスイングさせる技術の第一歩になります。	  
	  
日本で生まれ育ち英語を母国語としない私達は、中学、高校、大学と英語を長い

間勉強し、完璧に読み書きを理解していても発音には日本語独特の強いアクセン

トがあります。それは、私達が日本語を話す時の母音や子音を使って英語を発音

しているからです。英語の発音の中には日本語の発音に存在しない音もあり、そ

の場合はそれに近い日本語の発音で補います。	  言い換えれば、ローマ字発音や
カタカナ発音と言えるでしょう。また、日本語の言葉にはストレスやアクセント、

抑揚がほとんど無いので、英語の発音に比べると平坦に聞こえます。この日本語

を話す時の感覚のまま英語の単語や文章を発音すると、	  英語を母国語とする人
達にはもはや彼らの話す言葉の様には聞こえません。	  
	  
この問題を解消するには発音記号を学び、一度自分が学んだ英語の発音をリセッ

トすることから始まります。言い換えれば、『英単語→読む→発音する→カタカ

ナ発音』の癖を、『発音記号→読む→発音する→ネイティブスピーカーの発音』

に移行することです。	  
	  
最初のスタンダード曲を歌うまでに、生徒のレベルにもよりますが、週一度のレ

ッスンを続けて、大凡 1ヶ月から２ヶ月程要します。まず、発音記号とそれが
表す音を自分の顔と口のあらゆる部分を使って再現することをマスターします。

母音と子音を身につけることが出来たら、次は一つ一つの単語をゆっくり発音し

ていきます。この時、それぞれの音節を意識して自分が発する音を注意深く聞き

ながら、正確に発音ができるまで繰り返し練習します。これにより、生徒の発音

とリスニングの力が確実に上がります。	  
	  
歌詞の中の単語をそれぞれ発音できる様になったら、次は単語の繋がりである文

章を読みながら発音していきます。この段階で生徒はリンケージとサイレンス／

スペースを身につけます。リンケージとは複数の単語を区切らずに、単語尾と次

の単語の頭を一続きに発音することです。(EX.	  “	  give	  you“	  [giv ju],	  “things	  you’ve”	  
[θɪŋz	  juv])	  サイレンス／スペースとは次の単語をスムーズに発音するために単語
尾の発音をせず（サイレンス）、そのかわり間（スペース）を設けることです。

(Ex.	  “	  but	  love”	  [bət	  ləv],	  “doesn’t	  sell”	  [dəzənt	  sel])	  サイレンス／スペースは一つの
単語内の音節どうしの関係の中でも発生します。これらのテクニックにより、歌

詞を適切なスピードで朗読（リサイト）する際にスムーズなフレージングが出来

るようになります。英語を母国語とする人達は、この二つのテクニックを意識せ
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ずに日常会話で自然に行っています。	  ネイティブスピーカーと日常会話をする
際、一つ一つの単語が聞き取れず、何を言っているのかわからないという事があ

ります。具体例の一つとして、外国人はネイティブスピーカーとの会話の中で、

相手が	  ”I	  can	  〜.”	  と言っているのか、“I	  can’t	  〜.”	  と言っているのか瞬時に聞き分
けられないということが有ります。ネイティブスピーカーは”can’t”	  の”t”をクリ
アに発音せずサイレンスにすることが多く、その代わり僅かな間を設けています。

生徒がこの様な英語の発音の仕組みをきちんと理解し、テクニックを身につける

と、発音や朗読、歌唱の技術の向上だけでなく基本的なリスニング力も自ずと向

上します。	  
	  
このメソッドでジャズスタンダードを３、４曲練習していくと、生徒は音符の長

さと言葉との関係性に気づいてきます。ジャズスタンダードのほとんどのメロデ

ィーが歌詞のフレーズ、母音の長さと子音のシンコペーションで成り立っている

からです。それぞれの言葉が独自の音の長さとアクセントを持ち、そして、その

言葉によってメロディー上の音符の長さが定まっている。この関係性に気づく事

は生徒がスイングする感覚を磨いていく、又は歌詞をスイングさせる上で極めて

重要になります。	  


